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令和７年第６回嬬恋村議会臨時会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                    令和７年１１月５日（水）午前１０時０２分開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 承認第１０号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認について 

日程第 ４ 議案第５０号 工事請負契約の締結について 

日程第 ５ 議案第５１号 和解及び損害賠償額の決定について 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  黒 岩 智 未 君      ２番  土 屋 哲 夫 君 

     ３番  伊 東 正 吾 君      ４番  下 谷 彰 一 君 

     ５番  黒 岩 敏 行 君      ６番  石 野 時 久 君 

     ７番  佐 藤 鈴 江 君      ８番  土 屋 幸 雄 君 

     ９番  松 本   幸 君     １０番  伊 藤 洋 子 君 

    １１番  大久保   守 君     １２番  大 野 克 美 君 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 熊 川   栄 君 副 村 長 黒 岩   彰 君 

教 育 長 地 田 功 一 君 総 務 課 長 熊 川 明 弘 君 

会計管理者兼 
税務会計課長 宮 﨑 由美子 君 未来創造課長 黒 岩 孝 義 君 

交流推進課長 小 林 千 速 君 住 民 課 長 望 月 浩 二 君 

健康福祉課長 野 寺 美 枝 君 建 設 課 長 黒 岩 建五郎 君 
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農林振興課長 土 屋 和 彦 君 上下水道課長 黒 岩 治 信 君 

観光商工課長 竹 渕 幹 雄 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 宮 﨑   清 君 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 目 黒 康 子   書 記 横 沢 右 京   
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開会 午前１０時０２分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますので、令和７年第６回嬬恋村議会臨時会は成立いたしました。 

  よって、ただいまから開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日の議事日程は、別紙日程表のとおりといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第124条の規定により、会議録署名議員に、２番、土屋哲夫議員、３番、伊東正

吾議員を指名いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は１日間に決定いたしました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第３、承認第10号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認に

ついてを議題といたします。 

  地方自治法第117条の規定により、大久保守議員の退場を求めます。 

〔１１番 大久保 守君退場〕 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 承認第10号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認につきまして、

提案理由を説明させていただきます。 

  サーラ嬬恋（旧嬬恋会館）建設工事、外構工事による工事請負契約の工期変更の必要が生

じ、令和７年９月18日付で専決処分しましたので、地方自治法第179条第３項の規定により

本案を提出するものでございます。 

  詳細につきまして、担当課長より説明させますので、慎重なるご審議の上、ご承認賜りま

すよう、よろしくお願いをいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 承認第10号につきましてご説明いたします。 

  資料の２枚目をご覧ください。 

  令和７年専決 第11号。 

  専決処分書。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分す

る。 

  令和７年９月18日に専決処分しております。 

  専決処分事項。 

  １、処分事項、工事請負契約の工期の変更。 

  ２、処分内容。 

  １、工事名、サーラ嬬恋（旧嬬恋会館）建設工事、外構工事。 



－5－ 

  ２、契約工期、変更前、令和７年９月19日、変更後、令和７年９月29日。 

  ３、工事場所、嬬恋村大字三原地内。 

  ４、契約の相手方、群馬県吾妻郡嬬恋村大字大笹293、大久保産業株式会社、代表取締役、

堀米睦広。 

  工期を変更した理由でございますが、８月７日に契約変更の議決をいただきました、おも

いやり駐車場等の追加工事の分で時間を要したことから、工期内の施工が難しい状況となり、

協議した結果、９月29日まで10日間延長することとしたものでございます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。ご質疑ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 今事務局長の説明で、この工期が延びたのが、その思いやり駐車場

の案件が８月７日にあったためということでしたけれども、こういうのは契約のときに、施

工者とあと工事発注側とのいろいろ責任問題があると思うんですけれども、今回のことでは

施工者と話し合って、何ら補償問題とか相手に迷惑をかけたとか、そういうことはなかった

んでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えいたします。 

  工期を変更したことで、特に迷惑をかけたり、不具合が生じたということはございません

でした。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 専決されたものですけれども、先ほど質問したように、要するにこ

の工期変更は８月７日、いろいろ当局が議会とのいろんなこともありながらやったという、

それが要因になっているということでは、こういうことは二度と繰り返さないようにすると

いうことを、当局に今後注意していただきたいというのを要望しておきます。よろしくお願
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いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、承認第10号は提案のとおり承認することに決定しました。 

  大久保守議員の入場をお願いします。 

〔１１番 大久保 守君入場〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第４、議案第50号 工事請負契約の締結についてを議題といたし

ます。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第50号 工事請負契約の締結につきまして、提案理由を説明させ

ていただきます。 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年嬬恋村条例第

12号）第２条の規定により、本案を提出するものでございます。 

  詳細につきまして、担当課長より説明させますので、慎重なるご審議の上、ご議決賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） 議案第50号 工事請負契約の締結について詳細説明をさせてい

ただきます。 
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  １、工事名、令和７年度、村道大横川北山線、法面補修工事。 

  ２、施工箇所、嬬恋村大字大笹地内。 

  ３、履行期限、令和８年３月23日。 

  ４、請負金額、金7,337万円、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額、金667万円。 

  ５、請負業者、群馬県吾妻郡嬬恋村大字芦生田410－２、上坂建設株式会社、代表取締役、

上坂真理様。 

  場所につきましては、国道144号長井川原から北山に向かう右側ののり面の補修工事にな

ります。 

  工事概要につきましては、落石防護柵工、Ｌ＝40メートル、ケーブルネット設置工、Ａ＝

120平米、アンカー工、Ｎ＝18本、支柱設置工、Ｎ＝５本、また仮設工といたしまして資機

材の運搬工が一式となります。 

  次ページに、入札の経過を記載してございますのでご確認いただければと思います。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 今課長から、工事の説明がありましたけれども、ここの線は北山の

方々にとって大事な道路ですけれども、工事の仕方として片側車線は通れるようになるのか、

全面通行止めになるのか、その辺の状況と、あと対処はどうなるのか、冬の期間でもありま

すので、その辺詳しくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの伊藤洋子議員の質問にお答えをさせていただきます。 

  今回、これでもしご議決いただければ、業者と正式に契約となりますので、そういったど

ういった体系でやるのかというのも、合わせて協議していきたいと思います。 

  また、近辺の工事につきましては、令和５年度から実施しております。場合によっては片

側の場合、また、工種のやり方によっては、全面を通行止めにさせて、施工もさせていただ

いているところであります。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご質疑ありませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について、これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第50号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第５、議案第51号 和解及び損害賠償額の決定について（落石に

よる損害賠償事故に係る和解及び損害賠償の決定について）を議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第51号 和解及び損害賠償の額の決定につきまして（落石による

損害賠償事故に係る和解及び損害賠償額の決定について）、提案理由を説明させていただき

ます。 

  本件につきましては、村道大横川北山線大笹地内での落石による損害賠償事故に係る和解

及び損害賠償の額を定めるために、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項第12

号及び第13号の規定により、本案を提出するものでございます。 

  詳細につきまして、担当課長より説明をさせますので、慎重なるご審議の上、ご議決賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 
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○建設課長（黒岩建五郎君） 議案第51号 和解及び損害賠償の額の決定について詳細説明を

させていただきます。 

  １、相手方、嬬恋村在住の方となります。 

  ２、事故の概要。 

  事故発生日時、令和７年８月４日午後１時頃。 

  事故発生現場、嬬恋村道大横川北山線大笹地内。 

  事故の状況、上記日時場所において、現場を走行中の相手車両を破損させたことによりま

す。 

  ３、和解の内容。 

  本件事故による相手損害額は84万円で、村は損害額の全額を、村の加入する損害保険会社

より相手に支払うものとなります。 

  ４、和解年月日、令和７年11月５日。 

  こちら、村道大横川北山線、先ほど説明させてもらったところと同じ路線になるんですけ

れども、当日の同時刻に相手車両が走行中に突然石が落ちてきて、車両の下に入り込み車に

損傷を与えたという事故となります。 

  現場には防護柵が設置されておるんですけれども、１メートル程度の隙間があり、そこか

ら落石し事故につながったこととなります。応急対応といたしまして、隙間に板を設置し落

石を防ぐ対策を行いました。今後は現場確認をし、さらなる落石対策を行っていきたいと考

えております。 

  以上、詳細説明となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

  ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） １点、お伺いをいたします。 

  本件については、総合賠償保険に加入をしているんで、保険で全額対応できる、そういう

ことなんだと思うんですけれども、村長が常々申し上げているとおり、何百キロという村道

をなかなか管理をすることは大変だとは思いますけれども。 

  私、用があって、ほぼほぼ毎日中之条へ通っているんですけれども、中之条に行くと、ち

ょうど８時半ごろ土木事務所のほうから黄色いパトカーが２台出て、１台は国道144号だと

思います。もう１台は渋川に向かう日陰道、何号か分からない、そちらのほうに分かれてそ
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れぞれが管理をして、３人車には人が乗っています。これは毎日です。こうした人が行って

みると、道路の破損箇所を修理したり、枝切りをしたりしているんですけれども、ここで重

要なのは、本村にも道路パトロールカーがあるわけですけれども、保険に入っているからい

いんだということではないと思いますけれども、どういうことでそのパトロールカーを利用

しているのか。その辺のことを教えていただきたいと思います。 

  村長でも建設課長でも結構です。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの下谷彰一議員の質問にお答えをさせていただきます。 

  議員おっしゃられたように、なかなか路線が長くて、なかなか全体的な管理というのが行

き届いていない部分があろうかと思います。できる範囲にはなるんですけれども、職員で現

場を確認して、危険な箇所については業者に、年間委託しているという業務もありますので、

そういったもので対応してもらっております。 

  今回の路線は、昔から危険な場所ということは皆さん認識していると思いますので、また

今回、先ほど提案させてもらった工事をこれからも継続していく予定になっておりますので、

そういったことで安全対策に努めていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 先ほどの説明で、今回の事故のところには板を張って落石をやめる

ように対処したというんですけれども、先ほどの案件で工事する場所と今回の事故が起こっ

たところの場所、局所的には重なるんでしょうか、それとも工事箇所と事故箇所は別個なん

でしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの質問にお答えをさせていただきます。 

  先ほど提案させていただいた工事箇所とは違って、それよりもうちょっと北山のほうに登

った右側の斜面ということになります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご質疑ありませんか。 

  11番、大久保議員。 

○１１番（大久保 守君） １点なんですけれども、先ほど課長の説明ですと、84万が全額で

ある、損害額がですね。道路の穴が空いたというのは確かに管理者がいて、その穴が空いて
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いるのは管理者の責任があると思うんですけれども、そうすると歩合があって100％払うと

いうのはあるんでしょうけれども、これ、石が落っこってきたというのは天災ですよね。天

災であるんで、天災でもこれ保険会社が見るんで、何とも言えないんでしょうけれども、

100ゼロというのはあるのでしょうかね。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの大久保議員の質問にお答えをさせていただきます。 

  今回の場合は、まず事故が発生しまして、役場に電話が来まして、職員のほうが現場に行

って状況を確認させていただきました。内容については、先ほど説明させてもらったとおり

なんですけれども、議員おっしゃられたように、その状況をこういった状況で今回の事故に

つながったというものを保険会社のほうに、詳しく状況を説明した中で、今回、村の100％

というようなことになっております。 

  議員おっしゃられるように、天災ではないかというようなこともあるんですけれども、道

の管理ですとか、やはりちょっと隙間があって落ちて来たというようなことから、100％と

いう判断になったのかと認識しております。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ９番、松本幸議員。 

○９番（松本 幸君） 今回のこの件は、例えば車を運転していて、カーブを通り越して、突

然石が落下したというような状態が想定されるわけなんですけれども、もともと落石注意と

かという看板があるところは、比較的落石をしておったものがあるから、ぶつからないよう

に注意してくださいというのが一つあるんですよね。 

  だからこの嬬恋村、村道いろいろ、例えばグレーチングがめくれて車にぶつかったという

件も以前ありましたよね。だから設置者全ての責任ではなくて、やっぱり通行する人たち、

例えばそのグレーチングの件は、村内の道路を知っている人たちはいいんだけれども、特に

他県ナンバーの、今車がすごく村道に往来しています。だから、そういう人たちに注意喚起

をするための何か道路標識的なものというのを、村でつくることはできないんでしょうか。 

  それがもしできれば、事故があったところ、そういうところには何かを表示してやれば、

対策的には対策にはなると思うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 
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○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの質問にお答えをさせていただきます。 

  落石の場合は、落石注意とかという看板もあると思いますし、グレーチングというのは、

なかなか横断箇所というのはたくさんあって、なかなか表示も難しくて、本来はそのグレー

チングがはげるという事故はあってはならないことだと思いますので、まずはそういった管

理を徹底するということが第一番かと思います。 

  また、議員がおっしゃられたような対策も、今後検討させていただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ９番、松本幸議員。 

○９番（松本 幸君） これは結果的に、こうありました、こうなりました、それはもう防げ

ないものなんですけれども。結構最近、ここ何年かでこういう件が私は非常に多いような気

がするんです。ですから、そういうことも村道いっぱい持っているこの嬬恋村の、何か対策

をすることが責任としてあるのではないか感じておりますので、その辺は研究して、いろい

ろと対応していただきたいと思います。 

  以上。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員。 

○１番（黒岩智未君） 先ほど建設課長から説明があったこちらの道路の件なんですけれども、

自分もはっきりとした年月までは覚えていないんですが、10年近く前にも同じような事故が、

そのとき多分、深夜から早朝の冬だったと思うんですけれども、落石があって、雪が降って

いて、よく分からなくて、その石に激突したというような事故がたしかあったはずなんです

よね。そのときは任意保険のほうで全部、個人的に対応したような話を聞いたことがあった

んですよね。村のほうからとかの保証とかは、なかったような話だったんですけれども、完

全に同じ路線で同じような事故、今回の事故も走っているところに落ちてきたという状況で

あれば、下に巻き込むとかというよりも、車の前とか横に当たるものなんじゃないのかな、

落ちていたところに乗り上げた、こういう検証とか、そういうのはしっかりされたんですか、

どうですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

  もちろん、現場へ行って確認をしているんですけれども、やはりその場、その瞬間にいな

い、いたのは本人だけということもございまして、やはり本人の証言、証言といいますか、
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確認させていただいて、これはこういった事案だったのかなという判断をさせていただいて、

今回報告ということにさせていただきました。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員。 

○１番（黒岩智未君） ありがとうございます。 

  ほかの議員さんのほうからもありましたけれども、保険で対応するということだからいい

ということでは決してないと思うんですよね。保険も使えば使うだけ納める額も大きくなっ

ていくんで、そういう細かいところも節約していかないと、財政にどんどん負担がかかるだ

けなので、その辺もしっかり考えて、今後進めていってもらいたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 答弁はよろしいですか。 

  建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  先ほどもお答えさせていただいたんですけれども、こういった事故がないように、安全対

策に今後努めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご質疑ありませんか。 

  ８番、土屋幸雄議員。 

○８番（土屋幸雄君） この件は全額補償ということで、村が出しているんですけれども、こ

れは警察、事故証明とかそういうのを取ってあって、裏づけをして、保険会社とかどこかで

見積りした金額がこれだけだと思うんですけれども、相手方も任意保険というんで、車両保

険とか入っている、そういうことも保険屋さんが出さないとか何かがあるんだとは思うんだ

けれども、そういうこともこれからは検討していかなきゃならないとは思うんだけれども、

その辺の考え方はどうですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの質問にお答えをさせていただきます。 

  事故のいろいろ形態という言い方おかしいんですけれども、今回の場合は、先ほどから申

しておりますように、こちらのほうに瑕疵があったということで、こういった対応をさせて

いただいておりますので、ご理解いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 



－14－ 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について、これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 今までは、この村道の管理が不備でいろいろあった案件は専決が多

かったんですけれども、今回は金額が多いということで、私は先日の議会運営委員会でも質

問したんですけれども、人身に影響がなかったのかと言ったら、なかったということでほっ

としたわけですけれども。 

  先ほどから課長が言っているように、村は460キロメートルの村道があるというところで

は、とても管理が大変だと思うんですけれども、管理をきちんとすれば、こういう保険を使

うこともないようになると思うので、そこに村が予算を使うように、この場でも要望してこ

の案件に賛成といたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第51号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉議及び閉会の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は全て終了いたしま

した。 

  よって、令和７年第６回嬬恋村議会臨時会を閉会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

閉会 午前 ９時３３分 
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